様式第１号（市規定様式）

盛土等に関する工事の事前協議申出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　盛岡市長　　　　　　　　　様


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協議者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話
　　　　　　　　　
　盛土等に関する工事計画について、次のとおり事前協議を申し出ます。
記

	１　協議年月日　　　　　　　　　　　　　　　　
	年　　　月　　　日　　　　　

	２　工事主住所氏名
（協議者と同じ場合は省略可）
	

	３　工事を計画している
土地の所在地及び地番　
	

	４　規制区域の種別
	　宅地造成等工事規制区域　・　特定盛土等規制区域

	５　都市計画区域
	・　市街化区域（用途地域：　　　　　　　　　　）
・　市街化調整区域
・　都市計画区域外

	６  盛土等に関する工事
　　の種別及び概要
	宅地造成
特定盛土等
	盛土（　　ｍ）、切土（　　ｍ）、崖の高さ（　　ｍ）
切土及び盛土の面積（　　　　㎡）
盛土のタイプ（平地　・腹付け　・谷埋め）

	
	一時的な
土石の堆積
	堆積部分の高さ（　　ｍ）、
堆積部分の面積（　　　㎡）

	７　添付図書　
	・位置図　・地形図　・土地の平面図（現況、計画）
・土地の断面図（現況、計画）　・公図　・土地謄本　
・現況写真　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	８　その他の手続
　　
	


	協　議　内　容　（なるべく具体的に記入してください。）

	・土地利用目的：
・計画する工種：
・協議内容：




〔注意〕
　１　協議者、２欄の工事主が法人であるときは、氏名は、当該法人の名称及び代表者の氏名を記入してください。
　２　４欄、５欄は、該当する区域を選択し、用途地域は記入してください。
３　６欄は、該当する工事を選択し、数値は想定最大値を記入してください。
　４　７欄の図面は、次の要件に準じるものを添付してください。
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　５　７欄の現況写真は、対象箇所を各方角から網羅できるように撮影し、写真撮影方向図も添付してください。
  ６　８欄は、計画工事が他の法令等による許可・認可等を要する場合において、事前協議時点で手続中又は手続完了済　
　　のものを記入してください。
　７　本協議書及び添付図書に記載された情報は、必要に応じて関係機関等（国、県、市の関係法令所管部局等）に情報提供し、本法の運用を目的とした状況確認等に利用します。
用紙の大きさ　日本産業規格Ａ４
image1.emf
図面の名称

縮尺

（参考）

明示すべき事項

（参考）

備考

（参考）

宅地造成

特定盛土等

土石の堆積

位置図

1/10,000

以上

・方位、道路及び目標となる地物 ○ ○

地形図

1/2,500

以上

・方位及び土地の境界線 ・等高線は、2ｍの標高差を示すものとすること。 ○ ○

1/500

以上

・方位及び土地の境界線

・勾配が10分の1を超える土地における堆積した

　土石の崩壊を防止するための措置を講ずる位置

　及び当該措置の内容

・空地の位置

・柵その他これに類するものを設置する位置

・雨水その他の地表水を有効に排除する措置を

　講ずる位置及び当該措置の内容

・堆積した土石の崩壊に伴う土砂の流出を防止

　する措置を講ずる位置及び当該措置の内容

・断面図を作成した箇所に断面図と照合できる

　ように記号を付すること。

・空地、雨水その他の地表水による堆積した土石

　の崩壊を防止するための措置及び堆積した土石

　の崩壊に伴う土砂の流出を防止する措置について、

　申請書と照合できるように番号を付すること。

ー ○

1/2,500

以上

・盛土又は切土をする前後の地盤面 ・高低差の著しい箇所について作成すること。 ○ ー

1/500

以上

・土石の堆積を行う土地の地盤面

・申請書の土石の堆積の最大堆積高さ及び土石

　の堆積を行う土地の最大勾配が照合できる

　ように断面図を作成すること。

ー ○

土地の断面図

図面の内容 提出区分

土地の平面図

1/2,500

以上

・方位及び土地の境界線

・盛土又は切土をする土地の部分、崖、擁壁、

　崖面崩壊防止施設、排水施設及び地滑り抑止

　杭又はグラウンドアンカーその他の土留　の位置

・雨水排水施設の位置、形状、寸法、延長

・放流先の名称、形状、寸法

・断面図を作成した箇所に断面図と照合できるよう

　記号を付すること。

・植栽、芝張り等の措置を行う必要がない場合は、

　その旨を付すること。

・擁壁、崖面崩壊防止施設及び排水施設について、

　申請書と照合できるように番号を付すること。

・盛土の範囲は青色、切土の範囲は赤色に着色

　すること。

○ ー


